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研究成果の概要（和文）：フランスの音声詩人であるベルナール・ハイツィックの作品における音とテクストと
の相互補完的な関係について明らかにした。フランス音声詩の大きな特徴の一つであるテクスト（視覚詩）の使
用が、その叙情的主体の構成において大きな役割を担っているとともに、それが読まれることによって、テクス
トのみによって構成された叙情的主体が声によって大きな変容を受け、新たな自我が構成されることを明らかに
した。またこのようなハイツィックの詩的実践が単に詩を読むということにとどまらず、パフォーマンスという
身体表象と結びつき、観客との相互作用を企図する側面を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：I revealed the complementary relationship between sound and text in Bernard 
Heidsieck's work, a French sound poet. The use of text (visual poetry), one of the major features of
 French sound poetry, plays a important role for its lyrical subject, and by reading the subject is 
transformed greatly by voice and a new poetic subject is created. Also, I revealed that Heidsieck’s
 poetic practice is not limited to reading, but linked with physical representation, that is 
performance, and I clarified the aspect that his poetry intends to interact with audiences.

研究分野： フランス文学
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１． 研究開始当初の背景 
フランス音声詩は、フランスにおける前衛詩
の中でも比較的古く、50 年以上の歴史がある
とはいえ、第一人者が存命中であり、研究の
蓄積が急がれている分野であるといえる。フ
ランスでは決して多くはないとはいえ徐々
に研究が盛んになりつつあり、またシンポジ
ウム等がしばしば開催されている。一方日本
では全くと言っていいほど知られておらず、
研究の蓄積も皆無である。そこでアントナ
ン・アルトーという 20 世紀後半のフランス
前衛詩に大きな影響を及ぼした詩人の研究
を出発点として、その影響下にあると言って
いいベルナール・ハイツィックの音声詩およ
び彼の詩論を理論的に検討することが喫緊
の課題であった。ハイツィックを研究対象と
する理由は、彼がフランス音声詩の分野で中
心的な役割を担ってきたのはもちろんのこ
とであるが、当時彼が存命であり、直接コン
タクトをとることによって、自身の言葉をも
とに精緻な研究を行うことが急務であると
考えられたからである。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は微視的および巨視的な観点
から二つに分けることができる。 
 
(1) 微視的な観点においては、フランスの音

声詩の代表的詩人であるベルナール・ハ
イツィックの詩論を、自我および日常性
という概念をもとに理論的に解明するこ
と。 

 
(2) 巨視的な観点においては、フランス音声

詩を出発点として、これまで主流の現代
詩の文脈から排除されてきた前衛詩を正
確に位置づけること。 

 
どちら場合においても詩における自我の表
現、つまり叙情性の概念がその研究の中心に
位置づけられるだろう。なぜなら、この叙情
性という概念は 1990 年代以降、フランス詩
の読解および研究において極めて重要なキ
ー概念になっていったからであり、この概念
を音声詩研究に組み込んでいくことで、いわ
ゆる主流の現代詩の文脈に音声詩に代表さ
れる前衛詩を位置付けることができるから
である。 
 
また、第二の点においては、ハイツィックの
みならず、アンリ・ショパンやフランソワ・
デュフレーヌなどの他の音声詩人、加えて音
声詩とも密接な関係を持っているジュリア
ン・ブレーヌに代表されるパフォーマンス詩
をも視野に入れ、さらにはフランスだけでは
なく、その他の地域、とりわけ英語圏の音声
詩の領域との比較研究を行うことが不可欠
である。とりわけブライオン・ガイシンなど、
実際に当時のフランスの音声詩人たちと交
流のあった詩人も何人かおり、長期的にはフ

ランス語圏、英語圏といった言語ごとの区別
を排したうえで 20 世紀後半に世界中で発生
し発展した音声詩という前衛詩のジャンル
を見通す視野を獲得することが目的となら
ねばならないだろう。 
 
３．研究の方法 
研究方法としては、従来の文学研究と同様に
資料の収集およびその分析に時間の大半が
費やされることになった。 
 
だがそれに加えて、研究対象が現在進行形で
発展しつつある音声詩ということもあり、シ
ンポジウムやイヴェント等に参加し、実際の
詩人たちとも接触することも極めて重要で
ある。研究期間内では来日したジュリアン・
ブレーヌ、アンヌ=ジェイムズ・シャトン、
アンヌ=ロール・シャンボワシエらと知己を
得ることができた。研究対象であるベルナー
ル・ハイツィックについては、研究課題申請
時には存命であったが、科研費交付前に他界
してしまい、インタビュー等はかなわなかっ
た。 
 
４．研究成果 
本研究に関連する成果として、査読論文2本、
著書の分担執筆が 1本、学術発表が 4件であ
った。なお、研究期間中に提出し、2018 年 6
月現在条件付きアクセプトの上修正し査読
結果待ちの仏語論文が 1本ある。 
 
(1) 「声と文字——視覚詩人としてのアンリ・

ショパン」 
本発表では音声詩の中心人物であるアン
リ・ショパンについて、その特異な詩の
理念を明らかにすることを目的としてい
る。一見ショパンはレトリスムを強烈に
推し進めたような言語も文字も完全に捨
て去った作品を作り出しているように見
えるが、実は他方で文字そのものの形象
を利用したタイプライターポエムを数多
く発表しており、これらの作品は彼の音
声詩と理念的に強く結びついている。こ
の理念を明らかにし、今後のショパン研
究の礎とした。なお、本発表をもとにし
た研究論文が、「声、文字、アルファベッ
ト——アンリ・ショパンにおける詩的言語」
である。本論ではショパンの主張する「ア
ルファベット」の概念により注目して発
表を発展させた。一聴してノイズのよう
にしか聞こえない彼の音声詩は視覚詩と
対になることで彼の主張する「アルファ
ベット」の一つの有り様となるのであり、
彼が考える詩とはこの「アルファベット」
の多様なあり方を生み出すものなのであ
る。彼の音声詩はその一部なのであり、
まぎれもない「詩」なのである。 

 
(2) 「20世紀フランス文学をめぐるアヴァン

ギャルド的思考」進藤久乃、門間広明、



前山悠各氏と行ったワークショップ。20
世紀後半のフランス文学における前衛に
ついて、その中でも他国と比べて独特な
発展を遂げた音声詩を中心に考えた。一
般に前衛の特徴と考えられているミニマ
リスム的傾向はフランス音声詩にはない
ことに注目し、20 世紀後半においては、
前衛的な解放のテーマが社会運動等に結
びつかず、多様な言語仕様の模索と言う
形で現れたと指摘した。 
 

(3) « Lavoix résistant : « Révolte contre 
la poésie » d'Antonin Artaud et la 
poésie action de Bernard Heidsieck » 
ハイツィックの音声詩の理論的源泉をア
ルトーの詩論、「詩への反抗」をめぐる議
論と接続して明らかにした。アルトーは
ネルヴァルの「アンテロス」について、
詩人の創造を実現するためにネルヴァル
が行った反抗、創造を行うためにそれ以
前にすでに存在していたものへの抵抗を
見出した。対してハイツィックは詩をテ
クストと音声的表象に分け、後者が前者
を裏切る様を実践した。これこそハイツ
ィックがアルトーから引き継いだ詩への
反抗なのである。 

 
(4) 「英語圏およびフランス語圏における音

声詩を隔てるもの」英語圏の音声詩人で
あるブライオン・ガイシンおよびリチャ
ード・コステラネッツ、そしてハイツィ
ックおよび彼ののちの世代の代表的な音
声詩人であるトマ・ブレシェらの作品を
検討しつつ、両言語圏の音声詩のありよ
うを比較した。1950 年代に新たに生まれ
た音声詩はその名にも関わらずテクスト
との特徴的なつながりを維持している。
その関係を実際の作品を検討することで
明らかにし、英語圏の音声詩におけるテ
クストからの乖離、フランス語圏のそれ
におけるテクストへの執着見出した。 

 
(5) アンヌ=ロール・シャンボワシエ氏を招い

て行われたシンポジウム『フランス音声
氏をめぐって』において発表された「ペ
ージ、朗読、パフォーマンス──ベルナ
ール・ハイツィックの行動詩とクリスチ
ャン・プリジャンの「書かれたものの声」」
では、ハイツィックによる「行動詩」と
いう呼称について検討した。彼は自らの
詩を音声詩と名付けることを嫌い「行動
詩」と呼ぶことを提唱したが、本発表は
その理由を明らかにすることを目的とし
ている。ハイツィックにとって視覚詩的
要素やそれをもとに吹き込まれた音源は
それぞれ重要な彼の詩的創造の一部とな
るが、それだけでは足りない。彼の詩は
コミュニケーションの契機とならなけれ
ばならず、そのため彼は自らの詩を行動
詩と名付けるのだ。 

 
(6) これらの研究成果に加えて、年度末にウ

ェブジャーナル Savoir en prisme 誌に研
究論文 « Espace de la page, espace de 
la performance : la poésie action de 
Bernard Heidsieck »を投稿し、条件付き
アクセプトの上、修正版を提出済みであ
る。問題がなければ近いうちに公式サイ
ト（https://savoirsenprisme.com/）に
掲載されるはずである。本研究は(5)の口
頭発表のもととなったものであり、ハイ
ツィックの行動詩の概念を彼自身による
朗読の実践に接続させ、それをクリスチ
ャン・プリジャンの「書かれたものの声」
の概念と比較してその理論的側面を明ら
かにした。本研究によって、この研究課
題全体の次のステップである音声詩とパ
フォーマンスとの関わりという重要な問
題を提起したのであり、以後の研究の基
礎となるだろう論文である。 
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